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22. 軌跡とは



動点の軌跡動点の軌跡

「定点　　からの距離が一定値
である」という条件を満たしながら
点　が平面上を動いていくとき,  こ
のような　が描く図形は,  　を中

このように,　与えられた条件を満たしながら動く点が描く

図形を,　その条件を満たす点の　　　　　　　という．

心とする半径　の円である.

き  せき

軌跡軌跡



において,　 辺が等しいので,

,

,

ゆえに,
よって,

よって,

まず,　　　　のとき,

定点　　　から等しい距離にある点　の軌跡を考える.

の中点を　とおく.

のときもこの上にある.

であるとすると,

点　 は,  線分　　  の垂直二等分線上にある.

例例

初等幾何による軌跡の論証例初等幾何による軌跡の論証例



辺とそのはさむ角が等し
,

ゆえに,

より,

いので

とは

する.
逆に,
  

いう条件を満たす.

　　　　のとき において,

のときもこれを満たす.

を満たす動点　 の軌跡は,

点　 が線分　　  の垂直二等分線上にあると

線分　　  の垂直二等分線である.

初等幾何による軌跡の論証例(続 )初等幾何による軌跡の論証例(続 )

,



軌跡についての証明の二本柱軌跡についての証明の二本柱

与えられた条件を満たす点の軌跡が,  図形　  であることを
証明するには,  次の　つのことを示せばよい.

与えられた条件を満たすすべ
ての点は,  図形　 の上にある.

図形    上のすべての点は,  与
えられた条件を満たす.




